
図　番承認担当検図製図設計

縮　尺

(A2)
1：30 ORIRO

工
事
名

図
　
名型式記号．SR-2型、認定番号．たいー262号

SR2-000
※2．各部材の詳細は別紙にて添付する一覧表を参照（認定申請時に提出する）。

※3．仕上げはサンダーにて施し、塗装なし。

※1．材質は全てステンレス材（SUS304)使用。
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